
琉球大学学術リポジトリ

シンドラーの公法方法論と主権論

言語: 

出版者: 琉球大学法文学部

公開日: 2007-10-30

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 仲地, 博, Nakachi, Hiroshi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/2256URL



1１９ シンドラーの公法方法論と主権論（仲地）

は
じ
め
に

１

本
稿
は
、
Ｄ
・
シ
ン
ド
ラ
川
の
公
法
の
方
法
論
と
主
権
論
を
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
シ
ン
ド
ラ
ー
は
後
述
の
よ

２

う
に
、
弁
証
法
的
法
学
を
唱
え
、
独
特
な
法
学
方
法
論
を
展
開
し
た
。
方
法
論
を
熱
心
に
唱
導
す
る
者
の
必
然
性
と
し
て
、
彼
も
ま

た
方
法
の
首
尾
一
貫
性
と
理
論
の
完
結
性
を
追
求
し
た
。
主
権
論
の
分
野
に
お
い
て
も
、
彼
の
方
法
論
を
前
提
と
し
た
独
自
の
見
解

が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
彼
の
主
権
論
を
考
察
す
る
の
に
必
要
な
範
囲
で
方
法
論
を
検
討
し
、
つ
い
で
主
権
論
に
及
ぶ
こ
と
に
な

ろ
う
。

シ
ン
ド
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
と
言
え
る
。
筆
者
も

シ
ン
ド
ラ
ー
に
つ
い
て
は
研
究
に
手
を
つ
け
た
段
階
で
あ
り
、
決
し
て
十
全
に
理
解
し
得
た
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま

一
方
法
論

二
主
権
論

む
す
び

は
じ
め
に

シ
ン
ド
ラ
ー
の
公
法
方
法
論
と
主
権
論

仲
地

博
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川
ロ
一
の
己
・
す
の
○
宮
且
一
の
『
（
一
八
九
○
’
一
九
四
八
）
。
一
九
二
一
年
目
風
呂
大
学
の
教
授
資
格
を
得
て
、
一
九
二
七
年
員

外
教
授
（
固
嵐
目
。
ａ
一
目
ゴ
ロ
の
）
一
九
三
六
年
国
法
学
、
国
際
法
、
法
哲
学
の
正
教
授
（
○
ａ
曰
、
『
一
一
］
の
）
。
主
著
「
の
円
莅
脇
目
、
叩
‐

［
の
ｏ
宮
口
且
⑰
○
国
四
一
の
の
｛
日
丙
冨
『
》
一
・
少
昌
・
］
９
画
叩
幻
月
三
口
目
、
国
四
｛
》
］
①
②
］
（
本
瞥
は
「
『
貝
暮
、
…
ロ
ミ
句
専
ミ
員

貝
固
目
①
｛
｜
の
号
○
一
一
と
合
冊
本
と
な
っ
て
い
る
）
。
論
文
集
宛
、
●
三
ｍ
一
：
一
『
α
房
の
［
ぬ
の
日
の
一
局
呂
鼻
・
］
置
、
．

な
お
、
シ
ン
ド
ラ
ー
を
対
象
と
す
る
論
文
と
し
て
、
鳥
『
功
ロ
ミ
の
ａ
貫
国
日
幻
の
・
三
肋
－
ロ
己
、
○
国
、
一
一
の
胃
の
ロ
の
亘
呂

の
＆
ご
□
一
の
「
の
》
曰
即
シ
『
○
宣
く
啓
『
両
目
三
⑩
１
巨
口
二
ｍ
○
国
国
一
己
巨
○
印
○
℃
宮
の
］
①
認
が
あ
る
。
ま
た
、
一
三
『
臼
、
ロ
。
、
と
し
て

『
『
ミ
韓
国
門
衛
『
》
口
の
日
呂
の
。
冨
己
一
。
『
・
曰
〕
当
昌
『
９
号
』
の
『
ｚ
の
ロ
目
頭
の
｝
『
の
房
・
ロ
の
己
○
の
い
の
一
一
⑫
８
畳
］
①
怠
》
【
。
（
〕
『
「

註
菖
晦
貝
□
】
の
（
『
冒
す
の
○
す
ヨ
ニ
｜
の
『
画
一
め
げ
の
言
図
巨
ご
Ｑ
○
○
一
⑮
冒
詰
【
喜
冒
如
三
の
回
の
Ｎ
胃
○
ず
の
『
Ｎ
臼
芹
巨
ロ
ぬ
く
○
ョ
一
一
・
】
四
口
巨
四
『

］
程
ｍ
が
あ
る
。
以
上
の
三
点
は
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
多
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

本
稿
執
筆
ま
で
に
入
手
で
き
ず
参
照
し
得
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
一
星
「
９
－
，
口
。
”
も
あ
る
。
西
目
②
一
一
鳶
尽
碕
ご

薯
司
『
一
の
』
の
。
の
乏
四
『
（
の
属
］
程
、
．
ｚ
『
・
」
へ
、
》
、
ロ
ミ
（
賀
、
贈
菖
凰
言
曰
：
】
〕
三
三
の
一
一
口
。
”
の
ゴ
ロ
の
『
の
呂
乏
の
一
い
・
の
⑦
の
⑦
一
一
里
ロ
ゴ
四
津

蔑
Ｒ
ｓ
の
ぐ
の
『
の
ヨ
ー
臼
の
ロ
之
四
ご
Ｃ
ｐ
の
ご
］
程
②
．
ｚ
『
・
］
｛
国
》
三
日
■
§
ミ
ヨ
］
］
：
『
ウ
ロ
○
ゴ
ロ
の
円
の
呂
乏
①
旨
。
ご
ｍ
『
の
一
日
、
目
、

注

た
、
主
権
論
が
シ
ン
ド
ラ
ー
公
法
学
の
中
で
格
別
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
理
由
は
、
本
稿
が
新
城
利
彦
教
授
の
退
官
を
記
念
し
て
執
筆
さ
れ
る
こ

と
に
あ
る
。
新
城
教
授
は
、
琉
球
大
学
法
政
学
科
開
設
以
来
、
国
際
法
及
び
法
哲
学
を
担
当
さ
れ
て
き
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
を
崇

敬
し
占
領
下
沖
縄
の
国
際
法
的
地
位
（
潜
在
主
権
論
等
）
を
論
じ
て
き
た
新
城
教
授
に
棒
け
る
論
文
と
し
て
、
法
学
の
方
法
論

と
主
権
論
に
関
す
る
本
稿
は
、
現
在
の
筆
者
に
取
り
組
め
る
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
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３

周
知
の
よ
う
に
弁
証
法
と
い
う
用
雪
砠
は
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
シ
ン
ド
ラ
ー
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
弁
証
法
と
い
う
用
語

を
用
い
て
い
る
か
を
ま
ず
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
「
弁
証
法
的
方
法
（
ロ
｝
の
ｓ
四
一
の
豆
の
・
言
こ
の
岳
・
ュ
の
）
」

４

と
い
う
表
題
の
。
も
と
で
、
彼
の
弁
証
法
を
論
述
し
て
い
る
が
、
弁
証
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
厳
密
に
述
べ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
で
彼
の
論
述
の
中
か
ら
彼
の
弁
証
法
を
分
折
す
る
作
業
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
彼
の
弁
証
法
は
次
の
よ
う
に
理

解
し
得
よ
う
。

第
一
に
、
《 一
方
法
論

１
２

シ
ン
ド
ラ
ー
の
方
法
論
は
、
彼
の
主
著
「
憲
法
と
社
会
構
造
』
お
よ
び
「
法
と
国
家
』
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
主
と
し
て
前
者
に
依
り
つ
つ
、
主
権
論
考
察
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
、
次
の
四
点
に
お
い
て
彼
の
方
法
論
を
検
討
す
る
。
第

一
に
弁
証
法
、
第
二
に
一
次
元
的
方
法
論
批
判
と
弁
証
法
的
法
学
、
第
三
に
法
の
弁
証
法
的
構
造
、
第
四
に
「
全
体
」
に
つ
い
て
。

一
に
弁
証
法
、

Ｈ
弁
証
法

局
毎
吋
］
三
①
［
口
四
ご
○
口
座
一
の
の
幻
の
。
亘
命
睡
円
］
・
」
『
巨
昏
Ｑ
】
曰
い
ば
『
○
ず
の
「
目
色
の
○
丘
の
二
宮
蕎
西
］
①
』
①
可
用
｛
ｐ
言
い
」
く
肉
、
日
日

］
■
ず
『
の
⑩
ず
の
己
○
亘
已
の
『
口
已
く
の
国
威
芹
臼
餘
風
呂
ら
台
、
冷
可

印
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
「
法
学
研
究
は
、
方
法
論
的
基
礎
に
つ
い
て
の
考
慮
な
し
に
は
も
は
や
成
り
立
ち
得
な
い
」
と
述
べ
る

（
ぐ
曾
駐
⑩
⑫
目
、
閂
の
・
頁
ロ
ゴ
・
の
◎
国
国
一
の
の
（
日
嵐
貝
・
印
・
唾
）
。
ま
た
ケ
ー
ギ
（
【
筒
一
）
も
、
シ
ン
ド
ラ
ー
を
評
し
て
、
「
彼

は
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
お
い
て
法
学
者
の
使
命
を
、
法
理
論
と
国
家
理
論
の
再
検
討
に
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
に
没
頭
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
（
【
叫
四
．
：
○
・
ｍ
・
国
）

５１

弁
証
法
は
現
実
認
識
の
方
法
で
あ
る
。
一
次
元
的
思
惟
（
§
い
の
ヨ
ロ
ー
ョ
目
四
○
局
一
の
□
の
巳
冷
ご
）
は
、
現
実
の
半
分
し



琉大法学第２８号 1２２(１９８１）

か
認
識
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
全
体
と
思
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
方
法
二
元
論
は
、
存
在
と
当
為
、
現
実
と
価

値
、
自
然
法
則
と
規
範
等
を
二
律
背
反
的
に
対
立
さ
せ
、
一
方
は
他
方
に
還
元
で
き
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
現
実
に
お

い
て
は
相
互
に
結
合
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
二
律
背
反
と
し
て
把
握
す
る
の
は
誤
ま
っ
て
い
る
。
一
次
元
的
思
惟
と
二
元

６

論
の
誤
ち
を
克
服
す
る
方
法
は
弁
証
法
で
あ
み
。
「
弁
証
法
は
一
元
論
的
に
分
解
す
る
こ
と
な
し
に
概
念
的
二
律
背
反
を
克
服
し
、

７

こ
の
事
態
に
お
い
て
狸
得
さ
れ
得
る
最
高
の
現
実
認
識
を
媒
介
す
み
。
」
ま
た
、
「
弁
証
法
は
固
有
の
始
源
的
、
か
つ
こ
れ
以
上
分

８

解
で
き
な
い
知
的
観
察
の
一
方
法
で
あ
り
、
問
題
と
の
一
つ
の
接
触
形
態
な
の
で
釘
」
り
、
「
法
な
か
ん
ず
く
憲
法
と
法
外
的
諸
事
象
・

諸
形
態
（
島
の
目
蔚
『
『
円
冒
－
－
９
の
口
司
）
［
魁
口
隔
ロ
日
】
ｇ
ｏ
の
の
臼
一
目
。
、
の
。
）
の
間
に
存
在
す
る
多
様
な
相
互
関
係
の
学
問
的
把
握

９

の
方
法
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
法
の
本
質
に
適
〈
□
す
る
認
識
方
法
は
、
法
を
多
様
な
契
機
の
弁
証
法
的
統
一
と
し
て
把
握
せ
ん

と
す
る
弁
証
法
的
認
識
方
法
で
あ
瓢
・
」

第
一
一
に
、
弁
証
法
は
広
範
な
内
容
連
関
（
亀
の
一
言
の
［
目
豐
の
目
の
四
日
日
⑩
目
習
、
の
）
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
体
的
関
連
を

重
視
す
る
の
は
弁
証
法
の
本
質
的
側
面
と
言
え
劃
が
、
シ
ン
ド
ラ
ー
も
ま
た
次
の
よ
う
に
関
連
性
、
連
続
性
を
重
視
す
る
。
す
な
わ

ち
、
弁
証
法
は
対
象
を
孤
立
的
に
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
打
破
す
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
。
す
べ
て
の
個
々
の
事
物
お
よ
び
す

べ
て
の
個
々
の
概
念
を
広
範
な
連
関
の
中
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
「
な
ぜ
な
ら
ば
、
真
な
る
も
の
は
個
々
の
事
物
に
あ
る
の
で

２
３

は
な
く
、
『
真
理
は
全
体
で
あ
副
』
か
ら
で
あ
副
」
・
す
べ
て
の
個
々
の
要
素
は
、
他
と
の
連
関
に
お
い
て
あ
る
い
は
そ
の
対
比
に

お
い
て
初
め
て
認
識
し
得
る
の
で
あ
る
。
一
次
元
的
思
惟
で
は
、
せ
い
ぜ
い
集
合
体
と
し
て
構
成
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
諸
要
素
を
、

弁
証
法
的
方
法
は
相
互
の
関
連
と
共
属
性
に
お
い
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
弁
証
法
的
法
学
が
目
標
と
す
る
こ
と
は
、
「
法

が
事
実
上
関
係
し
て
い
る
す
べ
て
の
物
に
対
し
て
、
法
を
概
念
的
に
関
係
づ
け
、
法
が
そ
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
内
的
従
属
の

０

織
物
の
中
に
位
置
づ
け
る
」
こ
と
で
あ
ふ
。
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第
三
に
、
弁
証
法
は
対
立
物
の
統
一
の
法
則
で
あ
る
。
矛
盾
律
は
、
弁
証
法
に
と
っ
て
「
不
可
欠
の
要
因
」
で
あ
り
「
大
前
提
」

３０
０

と
さ
れ
る
が
、
シ
ン
ド
ラ
ー
も
ま
た
矛
盾
は
本
質
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
罰
。
し
か
し
、
矛
盾
は
世
界
の
一
一
元
論
的
分
裂
を
引
き
起

こ
す
の
で
は
な
い
。
シ
ン
ド
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
弁
証
法
は
、
対
象
の
認
識
の
た
め
に
「
契
機
（
三
・
日
の
日
）
」
を
分
離
し
対
置
せ
し

め
る
が
、
こ
の
段
階
は
認
識
の
発
展
の
一
段
階
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
最
終
的
な
も
の
と
し
て
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
段
階
は

よ
り
高
次
の
認
識
へ
移
行
す
る
前
段
階
な
の
で
あ
る
。
社
会
的
形
成
物
（
の
旨
の
○
国
巴
田
の
①
ず
旨
の
）
は
、
対
立
し
て
い
る
一
一
つ
の

極
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
統
一
に
向
っ
て
結
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
も
ま
た
、
対
立
す
る
契
機
の
統
合
と
し

て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
対
立
に
お
け
る
統
一
と
し
て
の
み
、
あ
る
い
は
統
一
に
お
け
る
矛
盾
と
し
て
の
み
社
会

的なものにおける生きているもの（８のＰ８の。Ｂ、の）は理解され得るのであ如・」
以
上
の
よ
う
に
一
一
一
点
に
要
約
し
て
み
た
が
、
こ
こ
か
ら
シ
ン
ド
ラ
ー
弁
証
法
の
基
本
的
性
格
は
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。
カ
ン

８

卜
の
弁
証
法
（
注
３
の
ホ
ー
ル
に
よ
る
分
類
の
７
）
は
、
カ
ン
ト
自
身
の
一
一
一
一
口
葉
を
用
い
れ
柳
「
仮
象
の
論
理
（
伊
。
、
房
９
の
⑫

の
号
の
ご
め
）
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
同
時
に
、
「
仮
象
に
対
す
る
批
判
」
な
の
で
あ
る
。
シ
ン
ド
ラ
ー
の
弁
証
法
が
、

か
か
る
カ
ン
ト
的
弁
証
法
で
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
ま
た
唯
物
論
と
結
び
つ
い
た
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
と
も
異
な
っ
て
い
る
。

９

シ
ン
ド
ラ
ー
の
弁
証
法
は
、
基
本
的
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
下
に
あ
る
と
一
一
一
一
口
え
よ
う
。
も
っ
と
も
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
判
に
お
い
て
は
弁
証
法

剛

は
方
法
で
あ
る
と
同
時
に
哲
学
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
シ
ン
ド
ラ
ー
に
お
い
て
は
（
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
る
が
）

Ｊ

明
瞭
に
法
学
の
方
法
で
あ
”
、
法
現
象
分
析
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
図
式
化
Ⅲ
定
立
１
反
定
立
Ｉ
統
合
、

で
言
え
ば
、
反
定
立
か
ら
統
合
へ
の
段
階
は
、
先
の
シ
ン
ド
ラ
ー
弁
証
法
の
要
約
の
第
一
一
一
に
あ
た
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、

シ
ン
ド
ラ
ー
は
方
法
論
に
お
い
て
、
述
べ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
展
開
に
お
い
て
は
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
な

い
。
シ
ン
ド
ラ
ー
の
弁
証
法
（
的
法
学
）
に
お
い
て
、
中
心
的
に
展
開
さ
れ
る
の
は
、
対
立
す
る
も
の
の
同
時
的
把
握
で
あ
躯
、
そ
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し
て
そ
の
対
立
す
る
も
の
の
間
の
強
調
の
配
分
（
ど
れ
が
よ
り
強
く
現
わ
れ
て
い
る
か
）
と
し
て
、
法
現
象
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ

圃る
。
こ
の
点
は
特
に
、
後
述
の
、
法
を
弁
証
法
的
構
造
と
し
て
把
握
す
る
時
に
あ
て
は
ま
る
。
法
の
運
動
・
発
展
を
説
明
す
る
面
に

お
い
て
シ
ン
ド
ラ
ー
の
弁
証
法
的
法
学
は
、
決
し
て
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ロ
一
次
元
的
方
法
輪
批
判
と
弁
歴
法
的
法
学

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ン
ド
ラ
ー
は
二
元
論
を
統
一
す
る
方
法
と
し
て
弁
証
法
を
用
い
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
｜
次
元

的
（
の
日
日
日
の
ロ
四
○
：
一
）
に
構
成
さ
れ
た
理
論
を
統
一
す
る
も
の
と
し
て
弁
証
法
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
一
次
元
的
に
構
成
さ
れ

た
理
論
、
あ
る
い
は
一
次
元
的
思
惟
に
基
づ
く
理
論
と
は
、
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
定
義
的
説
明
を
し
て
い
な
い
が
、
一
つ
の
原
理
か
ら

体
系
を
形
づ
く
り
、
多
面
的
考
察
を
排
除
す
る
理
論
で
あ
る
と
解
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
シ
ン
ド
ラ
ー
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
し
ば
し
ば
例
示
し
、
挑
戦
す
る
も
の
は
純
粋
規
範
的
法
学
と
純
粋
社
会
学
的
法
学
で
あ
鋤
・
彼
の
認
識
に
よ
れ
ば
当
時
の
国
法
学

に
お
い
て
は
、
こ
の
一
一
つ
の
理
論
が
対
時
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
一
次
元
的
思
惟
の
欠
陥
を
シ
ン
ド
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
の
思
惟
は
対
象
の
半
分
し
か
考
察
し
得
な
い
こ
と
。

方
法
論
上
の
概
念
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
。
結
局
、
一
次
元
的
立
場
で
は
、
論
理
の
首
尾
一
貫
性
を
容
易
に
得
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
も
単
純
で
明
瞭
、
し
か
も
真
実
ら
し
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
理
論
は
、
シ
ン
ド
ラ
ー
に
と
っ
て
否

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。
「
（
一
次
元
的
思
惟
に
よ
る
理
論
は
）
い
わ
ば
現
実
の
外
縁
に
軽
く
触
れ
る

に
す
ぎ
ず
、
対
象
は
か
か
る
外
縁
線
上
か
ら
考
察
さ
れ
る
の
み
で
そ
の
核
心
を
把
握
さ
れ
る
の
で
は
な
咽
・
」
二
次
元
的
な
思
想

の
中
心
は
、
事
態
の
外
縁
…
…
に
あ
り
、
事
態
の
中
心
は
、
思
想
の
外
縁
す
な
わ
ち
正
反
対
の
思
想
が
言
及
し
て
い
る
地
点
に
あ

困
伽
る
。
」
シ
ン
ド
ラ
ー
が
述
べ
る
こ
と
を
あ
え
て
図
示
す
れ
ば
次
頁
の
図
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
一
次
元
的
方
法
を
全
面
的
に
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
一
次
元
的
思
惟
は
、
対
象
の
全
部
を
把
握
す
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る
こ
と
が
で
き
な
い
に
し
て
も
'
少
な
-
と
も

一
面
の
真
実
に
触
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
｡
彼
は
リ

ッ
ト
を
引
用
し
て
次
の

よ
う
呈

轡

｢
弁
証
法
は
二

次
元
的
思
惟
の
成
果
を
利
用
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
･
議
論
し
な
い
わ
等

は
な
い
｡
弁
証
法

は

1
次
元
的
思
惟
の
結
果
を

F止
揚

(
A
u
fh
ebu
n
g

)
l
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
｡
｣

さ
て
'

1
次
元
的
思
惟

1
股
に
つ
い
て
の
シ
ン
ド
ラ
I
の
考
え
方
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
､
法
学
の
方
法
に
お
け
る

一
次
元
的

脚

思
惟
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
｡
規
範
的
方
法
が
'

(そ
れ
を
意
図
し
て
い
る
の
だ
が

)
純
粋
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

125

-:ZT _;;･f: ･; i_I

一次元的思想 事態 一次元的思想

基
本
的
に
社
会
的
現
実
と
の
接
触
を
失
な

っ
た
｡
社
会
学
的
方
法
が
自
然
主
義
的
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
精
神
的
現
実
'
意
味
'
価
値
は
社
会
学
的
方
法
か
ら
失
な
わ
れ
て
い
く
｡
規

範
的
方
法
'
社
会
学
的
方
法
の
両
者
と
も
､
そ
こ
か
ら
こ
れ
以
上
の
発
展
を
産
む
こ
と
は

な
い
O
両
者
と
も
法
の
現
実
の
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ti･･6
い
か
ら
で
あ
る
｡

以
上
が
'
シ
ン
ド
ラ
ー
に
よ
る
批
判
で
あ
る
が
､
こ
れ
を
前
提
と
し
て
'
次
の
よ
う
に

弁
証
法
的
方
法
を
提
示
す
る
｡
規
範
的
方
法
も
社
会
学
的
方
法
も
全
面
的
に
否
定
さ
る
べ

き
で
は
な
い
｡
両
者
と
も
相
対
的
に
正
し
い
面
が
あ
り
'
補
い
あ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

な
ぜ
な
ら
ば
法
に
は
規
範
的
側
面
と
社
会
学
的
側
面
が
あ
り
'
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
面
を

対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
両
者
は
法
と
い
う
対
象
の
中
で

一
つ
に
結
ば
れ
る
の

で
あ
る
｡

つ
ま
り
'
相
互
に

｢
還
元
さ
れ
ず
'
ま
た
共
通
の
論
理
的
根
源
に
も
ど
す
こ
と

の
で
き
な
い
二
つ
の
説
は
､
お
互
い
を
相
互
に
前
提
と
し
合
い
な
が
ら
'

一
つ
の
対
象
に

関
連
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
'
こ
の
両
説
は
弁
証
法
的
関
係
の
中
で
相
互
に
結
び

つ
い
て
い

掛

る
の
で
あ
る
｡
｣
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以
上
が
シ
ン
ド
ラ
ー
の
弁
証
法
的
法
学
の
主
張
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
シ
ン
ド
ラ
ー
の
意
図
す
る
こ
と
は
、
法
の
全
体
が
把
握
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
相
互
の
関
連
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
に
要
約
し

得
よ
う
。
シ
ン
ド
ラ
ー
の
弁
証
法
的
法
学
に
よ
る
法
の
具
体
的
分
折
を
次
に
見
て
み
よ
う
。

曰
法
の
弁
証
法
的
構
造

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
法
の
弁
証
法
的
形
成
に
つ
い
て
の
研
究
の
出
発
点
は
、
存
在
と
当
為
、
現
実
と
価
値
、
社
会
学
的
方
法
と
規
範

的
方
法
の
間
に
あ
る
二
律
背
反
で
あ
る
と
し
て
、
彼
の
弁
証
法
に
よ
る
認
識
の
成
果
を
次
の
よ
う
に
展
開
す
郡
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

二
律
背
反
は
、
二
律
背
反
の
ま
ま
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
法
の
中
に
は
規
範
的
な
も
の
と
社
会
学
的
な
も
の
と
が
結
合
し

て
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
規
範
は
規
範
自
体
を
越
え
て
進
み
、
外
的
存
在
た
る
現
実
に
な
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
。
つ
ま
り
、

規
範
は
形
成
さ
る
べ
き
現
実
と
の
関
係
を
通
し
て
は
じ
め
て
規
範
と
な
る
。
他
方
、
社
会
学
的
な
も
の
は
法
学
研
究
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
が
何
ら
か
の
意
味
で
法
と
国
家
に
つ
い
て
の
固
有
の
規
範
性
に
関
係
す
る
場
合
の
み
意
味
を
も
つ
。
法
の
社
会
学
的
要
素

（国の日の貝の）・要因（閻頁○吋のロ）と規範的要因は、法を弁証法的に把握した場合、「契機（言。日の目”）」と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
か
く
し
て
法
は
、
規
範
的
契
機
と
社
会
学
的
契
機
を
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
法
は
そ
の
内
容
の
た
め
に
存
在
す
る
。
形
式
と
内
容
は
概
念
的
に
は
区
分
で
き
る
が
、
事
実
上
は
分
離
す
る
こ
と
は
で
き

噸
螂
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
両
者
は
常
に
同
時
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
共
通
の
根
源
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
分
離
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
両
者
は
客
体
に
お
い
て
相
互
に
必
然
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
法
も
ま
た
形
式
的
契
機
と
内
容
的
契
機
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

シ
ン
ド
ラ
ー
は
以
上
の
よ
う
に
、
法
を
ま
ず
第
一
に
規
範
的
契
機
と
社
会
学
的
契
機
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
と
把
握
し
、
第
二
に

内
容
的
（
実
質
的
）
契
機
と
形
式
的
契
機
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
相
互
の
関
係
は
、
互
に
交
叉
す
る
も
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の
と
し
て
い
る
。
そ
の
関
係
は
上
図
の
よ
う
に
図
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
法

は
規
範
的
形
式
的
契
機
、
規
範
的
内
容
的
（
実
質
的
）
契
機
、
社
会
学
的
形
式
的
契
機
、
社
会
学
的
内

容
的
契
機
の
四
つ
の
契
機
の
弁
証
法
的
統
合
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

法
は
こ
れ
ら
の
契
機
の
対
立
の
統
一
な
の
で
あ
る
。
く
り
か
え
せ
ば
、
法
の
統
一
と
は
、
弁
証
法
的
統

一
で
あ
り
、
諸
契
機
間
の
緊
張
関
係
の
克
服
を
意
味
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
緊
張
は
潜
在
的
に
は
存

続
し
続
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
四
つ
の
契
機
に
つ
い
て
シ
ン
ド
ラ
ー
の
論
述
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

山
規
範
的
形
式
的
契
機
（
秩
序
）

法
は
規
範
的
秩
序
で
あ
る
。
秩
序
は
法
の
概
念
に
お
け
る
一
つ
の
契
機
で
あ
る
。
秩
序
自
体
は
一
定

の
内
容
を
欠
い
て
い
る
の
で
形
式
的
性
質
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
法
の
規
範
的
形
式
的
契
機
と
は
秩
序

の
契
機
で
あ
る
。

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
秩
序
の
契
機
に
は
種
々
の
重
要
な
問
題
、
例
え
ば
拘
束
と
自
由
、
個
人
と
社
会
、

安
定
性
、
規
範
と
現
実
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
弁
証
法
的
方
法
に
基
づ
い
て
初
め
て
接
近
で
き
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
個
別
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ

の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
必
要
も
紙
幅
も
な
い
。
彼
の
弁
証
法
の
具
体
的
展
開
を
見
る
の
に
都
合
が
良
く
、

後
述
の
主
権
論
と
の
か
か
わ
り
も
あ
る
拘
束
と
自
由
の
問
題
に
つ
い
て
の
み
次
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

拘
束
（
規
範
化
）
は
、
少
な
く
と
も
潜
在
的
な
自
由
を
持
っ
て
い
る
主
体
に
対
し
て
の
み
可
能
で
あ

る
。
自
由
が
な
い
と
こ
ろ
で
規
範
を
制
定
し
て
も
、
そ
の
規
範
は
無
意
味
で
あ
る
。
他
方
、
自
由
は
拘

規範的契機 社会学的契機

形式的契機
規範的形式的契機

(秩序）

社会学的形式的契機

(権力）

内容的（実質

的）契機

規範的内容的契機

(倫理）

社会学的内容的契機

(活力あるもの）
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束
の
対
置
物
と
し
て
の
み
か
つ
拘
束
の
制
限
と
し
て
の
み
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
孤
立
化
し
た
主
体
の
自
由
は
無

意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
単
な
る
拘
束
（
ｚ
ロ
『
－
厘
目
巨
目
、
）
と
単
な
る
自
由
（
ｚ
貝
１
句
『
の
昏
囚
｛
）
（
自
由
を
伴
な
わ
な
い
拘
束

と
拘
束
を
伴
な
わ
な
い
自
由
）
は
、
非
現
実
的
抽
象
的
概
念
に
す
ぎ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
秩
序
に
お
い
て
も
規
制
と
自
由
は
、
同
時

に
必
然
的
に
包
含
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
現
実
化
に
は
無
数
の
段
階
が
あ
る
。
拘
束
と
自
由
の
緊
張
関
係
の
中
で
、
ど
の
地
点
で
均

衝
が
と
れ
る
か
を
一
般
論
的
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
社
会
学
的
形
式
的
契
機
（
権
力
）

鴎
法
と
国
家
と
の
間
の
関
係
は
、
法
と
国
家
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
。
習
俗
や
道
徳
等
の
他
の
規
範
と
比
較
し
て
み
た
場
合
、
法

は
国
家
と
最
大
限
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
規
範
秩
序
と
特
色
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
と
国
家
は
同
一
で
は
な
い
が
分
離
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
法
と
国
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
他
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
国
家
と
法
の
弁
証

法
的
関
係
が
成
立
す
る
。
「
そ
こ
で
国
家
の
特
殊
な
契
機
は
ｌ
法
を
別
に
す
れ
ば
ｌ
権
力
で
あ
り
、
法
の
特
殊
な
契
機
は
ｌ

国
家
を
別
に
す
れ
ば
ｌ
規
範
性
で
あ
る
。
国
家
と
法
の
弁
証
法
的
関
係
に
お
い
て
は
、
国
家
は
単
な
る
法
（
旨
『
‐
詞
周
冒
）
に

㈱

権
力
を
付
与
し
、
逆
に
法
は
、
単
な
る
国
家
（
ｚ
■
『
－
の
冨
日
）
に
規
範
性
の
契
機
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
」
つ
ま
り
、
国
家
は
法
に

権
力
を
与
え
、
法
は
国
家
を
正
当
化
す
る
。
こ
こ
に
法
の
第
二
の
契
機
で
あ
る
権
力
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
権
力
は
、
社
会

学
的
な
も
の
の
領
域
に
属
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
社
会
学
的
契
機
で
あ
る
。
ま
た
権
力
は
一
定
の
内
容
に
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
の
で
形

式
的
で
あ
る
。
か
く
し
て
権
力
は
法
に
お
け
る
社
会
学
的
形
式
的
契
機
な
の
で
あ
輌
・

③
規
範
的
内
容
的
（
実
質
的
）
契
機
（
倫
理
）

法
実
証
主
義
も
法
社
会
学
も
法
の
内
容
の
な
に
が
し
か
に
言
及
し
て
お
り
、
ま
た
あ
る
点
で
真
実
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
理
論
は
、
法
の
内
容
の
一
部
を
全
体
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
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法
の
内
容
は
二
つ
の
契
機
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
倫
理
的
要
求
（
の
｛
言
⑫
島
の
句
Ｃ
ａ
の
目
目
：
）
で
あ
り
、
他
の
一
つ

は
後
述
（
山
）
の
活
力
あ
る
必
然
性
と
欲
求
（
ご
茸
巴
の
ｚ
Ｃ
ョ
の
己
一
ｍ
丙
の
一
片
の
ゴ
ロ
目
、
①
ロ
胃
【
己
朋
の
）
で
あ
る
。

法
は
倫
理
に
基
づ
い
て
整
序
さ
れ
た
規
範
体
系
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
倫
理
は
法
の
規
範
的
内
容
的
契
機
で
あ
る
。
理

念
と
し
て
の
倫
理
は
法
を
必
要
と
し
な
い
が
、
理
念
と
し
て
の
法
は
倫
理
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
倫
理
は
法
の
一

つ
の
契
機
に
す
ぎ
な
い
。
法
は
倫
理
と
必
然
的
に
関
係
す
る
が
、
し
か
し
、
倫
理
と
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
弁
証
法
的
関
係

山
社
会
学
的
内
容
的
契
機
（
活
力
あ
る
要
求
）

法
の
内
容
の
も
う
一
つ
の
契
機
は
、
活
力
あ
る
必
然
性
と
欲
求
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
は
倫
理
に
基
づ
い
て
整
序
さ
れ
た
規
範
的

体
系
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
同
時
に
実
際
上
の
生
活
要
求
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
秩
序
と
し
て
も
理
解
し
う
る
。

活
力
あ
る
要
求
は
倫
理
的
要
求
の
対
立
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
活
力
的
な
も
の
（
８
ｍ
『
】
白
］
の
）
が
直
接
的
に
反
倫
理

的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
活
力
的
な
も
の
に
は
、
倫
理
的
要
求
の
否
定
の
意
味
に
お
け
る
反
倫
理
的
傾
向
が

内
在
し
得
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
活
力
的
な
も
の
は
決
し
て
法
の
固
有
の
契
機
と
は
な
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
要
求

と
反
対
要
求
の
間
に
は
決
し
て
弁
証
法
的
関
係
は
存
在
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
両
者
に
は
共
通
項
は
な
く
、
法
に
お
い
て
弁
証
法

的
に
結
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
統
一
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
活
力
的
な
諸
要
素
の
具
体
例
を
あ
げ
れ
ば
、
経
済
的
要
求
と

政
治
的
情
熱
で
あ
る
。

以
上
が
、
シ
ン
ド
ー

き
な
い
が
、
こ
の
四
一

に
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
シ
ン
ド
ラ
ー
が
述
べ
る
法
を
構
成
す
る
四
つ
の
契
機
で
あ
る
。
も
は
や
本
稿
に
お
い
て
は
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
こ
の
四
つ
の
契
機
相
互
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
弁
証
法
的
関
係
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
一
つ
の
契
機
と
法
の

間
に
も
弁
証
法
的
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
弁
証
法
的
関
係
の
把
握
と
し
て
、
法
現
象
は
理
解
し
得
る
と
さ
れ
て
い
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シ
ン
ド
ラ
ー
は
「
全
体
と
し
て
の
社
会
的
生
活
」
「
社
会
的
全
体
」
と
い
う
概
念
を
論
述
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
前
提
と
し
て

「
全
体
」
と
い
う
概
念
を
検
討
す
る
。
「
全
体
と
部
分
」
の
問
題
は
、
哲
学
が
好
ん
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
シ
ン
ド
ラ
ー
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
劃
・

全
体
と
は
、
全
体
を
構
成
す
る
諸
部
分
の
内
的
結
合
を
意
味
し
て
い
る
。
部
分
と
い
う
の
は
、
固
有
の
価
値
と
目
的
を
持
ち
、
全

体
と
の
関
係
で
論
じ
つ
く
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
他
面
、
部
分
に
と
っ
て
は
全
体
と
の
関
係
が
本
質
的
で
あ
り
、

そ
の
共
属
性
、
相
互
依
存
、
補
完
の
必
要
も
本
質
的
で
あ
る
。
全
体
は
外
部
に
対
し
て
は
相
対
的
完
結
性
を
示
す
。
し
か
し
、
完
全

な
完
結
性
は
全
体
と
し
て
の
宇
宙
の
中
に
は
じ
め
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
各
々
の
全
体
は
部
分
的
全
体
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

各
々
の
全
体
は
、
包
括
的
全
体
に
組
み
込
ま
れ
る
か
、
あ
る
い
は
よ
り
小
さ
い
部
分
的
全
体
に
解
消
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
社
会
的
生
活
（
目
の
印
・
凰
巴
の
Ｐ
８
の
ロ
）
も
一
つ
の
全
体
を
形
成
し
て
い
鋤
と
見
、
彼
の
公
法
理
論

の
基
盤
を
な
す
種
々
の
理
論
を
展
開
す
る
が
、
そ
の
検
討
は
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
で
は
、
「
主
権
論
」
と
直
接
間
接

四
「
全
体
」
に
つ
い
て

前
節
「
法
の
弁
証
法
的
構
造
」
は
法
の
内
部
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
の
は
法
の
外
部
的
問
題
で
あ
る
。

シ
ン
ド
ラ
ー
公
法
理
論
に
お
い
て
、
「
全
体
と
し
て
の
社
会
的
生
活
」
「
社
会
的
全
体
」
と
い
う
概
念
は
き
わ
め
て
重
要
な
地
位

を
占
め
て
い
調
・
ケ
ー
ギ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
完
全
な
現
実
に
近
づ
く
こ
と
、
認
識
対
象
を
全
面
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
彼
の
学

闘

間
の
目
標
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
弁
証
法
的
法
学
と
い
う
彼
が
提
示
し
た
方
法
も
、
こ
の
目
標
と
密
接
な
関
連
性
を
持
っ
て
い
る

㈹

と
思
え
る
。
論
者
に
よ
れ
ば
弁
証
法
の
基
本
的
性
格
こ
そ
「
全
体
化
の
論
理
」
で
あ
り
「
目
的
論
的
志
向
の
体
系
」
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

る
の
で
あ
る
。
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に
か
か
わ
る
次
の
三
点
に
論
点
を
限
定
す
る
。
第
一
に
国
家
と
社
会
（
国
家
的
な
も
の
と
国
家
外
的
な
も
の
）
、
第
二
に
法
と
法
外

的
な
も
の
の
関
係
、
第
三
に
現
実
の
補
完
と
し
て
の
理
論
、
で
あ
る
。

川
国
家
と
社
会
（
国
家
的
な
も
の
と
国
家
外
的
な
も
の
）

鋤

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
従
来
の
法
学
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
、
自
説
の
特
長
を
明
確
に
す
ぶ
。
す
な
わ
ち
法
律
家
は
、
法
を
社
会
的

全
体
の
中
で
い
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
に
つ
い
て
関
心
を
示
さ
な
い
し
、
ま
た
、
法
が
社
会
的
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
時

に
の
み
、
法
は
正
当
に
理
解
さ
れ
、
そ
の
意
味
と
影
響
範
囲
を
評
価
さ
れ
得
る
こ
と
を
認
め
な
い
、
と
。
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
社
会
的

全
体
に
お
け
る
法
の
位
置
づ
け
を
次
の
よ
う
に
試
み
る
。

国
家
と
社
会
を
対
立
せ
し
め
る
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
に
さ
か
の
ぼ
る
。
国
家
と
社
会
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
方
法
論
的
に
は

合
目
的
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
誤
ま
っ
て
い
る
。
国
家
と
社
会
は
一
つ
の
全
体
を
形
成
し
て
い
る
。
二
つ
は
相
互
に
混
り

合
っ
て
お
り
結
び
つ
い
て
い
る
。
「
社
会
」
と
い
う
用
語
に
は
、
国
家
と
並
存
す
る
統
一
体
と
い
う
誤
ま
っ
た
観
念
が
ま
と
わ
り
つ

く
の
で
以
後
こ
の
表
現
を
さ
け
「
国
家
外
的
な
も
の
（
：
⑩
鈩
鳥
日
切
国
凹
二
一
・
盲
）
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。
あ
る
い
は
法
を

出
法
点
と
す
る
と
き
は
「
法
外
的
な
も
の
（
旦
四
印
少
巨
か
⑦
ロ
の
呂
昌
：
の
）
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
国
家

外
的
な
も
の
（
法
と
法
外
的
な
も
の
）
は
一
つ
の
全
体
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
と
法
外
的
な
も
の
は
、
多
様
な
形
で
密
着

し
相
互
に
作
用
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
法
と
法
外
的
な
も
の
の
関
係
（
社
会
的
な
も
の
の
両
極
性
）

法
と
法
外
的
な
も
の
の
関
係
に
つ
い
て
、
シ
ン
ド
ラ
ー
が
述
べ
鋤
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

法
は
、
法
外
的
な
も
の
の
秩
序
的
要
因
（
Ｃ
ａ
。
①
己
の
思
冒
・
『
目
）
と
平
行
的
あ
る
い
は
補
充
的
関
係
（
・
囚
⑪
ご
閏
四
一
一
の
一
の

一
。
：
局
丙
○
日
□
一
の
日
自
威
『
の
こ
の
［
颪
｝
（
日
切
）
に
あ
る
。
法
が
、
法
外
的
な
も
の
の
秩
序
的
要
因
を
継
承
し
、
強
化
し
、
確
保
し
、
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組
織
的
に
結
合
す
る
時
に
は
、
法
は
法
外
的
な
も
の
と
平
行
関
係
に
あ
る
。
私
法
と
国
際
法
に
お
い
て
よ
く
見
出
さ
れ
る
関
係
で
あ

る
。
法
が
法
外
的
に
は
現
実
化
し
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
を
現
実
化
す
る
時
は
、
補
充
的
関
係
な
の
で
あ
る
。
公
法
に
お
い
て
よ
く
見

出
さ
れ
る
関
係
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
法
と
法
外
的
な
も
の
は
相
互
に
補
充
的
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
外
的
な
も
の

に
お
い
て
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
法
的
な
も
の
に
お
い
て
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
法
的
な
も
の
に
お
い
て
欠
け
て
い
る
も
の

は
法
外
的
な
も
の
の
中
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
補
充
関
係
に
お
い
て
、
社
会
的
な
も
の
の
両
極
性
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
社
会
的
な
も
の
の
両
極
性
は
構
造

に
も
機
能
に
も
現
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
具
体
的
に
は
自
由
ｌ
拘
束
、
個
人
主
義
ｌ
団
体
主
義
、
自
律
ｌ
他
律
、
法
ｌ
権
力
、
法
ｌ

正
義
、
保
守
－
進
歩
、
法
の
適
用
ｌ
法
の
創
造
、
統
合
的
ｌ
分
解
的
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
立
は
矛
盾
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ゆ
え
二
つ
の
極
は
止
揚
さ
れ
な
い
。
二
つ
の
極
は
常
に
同
時
に
存
在
し
て
い
る
。
法
の
多
様
性
や
変
化
が
単
な
る
偶
然
で

は
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
説
明
で
き
る
。
つ
ま
り
、
前
述
し
た
よ
う
な
二
つ
の
極
が
、
法
と
法
外
的
な
も
の
に
さ
ま
ざ
ま
に
配
分

さ
れ
、
あ
る
時
は
法
の
中
に
、
あ
る
時
は
法
外
的
な
も
の
の
中
に
出
現
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
法
が
自
由
的
で
あ

る
場
合
は
、
拘
束
が
法
外
的
な
も
の
に
見
出
さ
れ
、
法
が
非
自
由
的
で
あ
る
場
合
は
、
放
縦
へ
の
傾
向
が
法
外
的
な
も
の
の
中
に
存

在
す
る
の
で
あ
る
。
法
を
個
別
的
に
見
れ
ば
多
様
で
あ
る
が
、
法
と
法
外
的
な
も
の
を
統
一
体
と
し
て
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
多
様
性

は
不
変
の
全
体
の
内
部
で
、
ど
こ
が
強
く
表
面
化
す
る
か
と
い
う
問
題
ｌ
強
調
の
移
動
（
少
百
の
ロ
ゴ
の
『
の
昌
一
の
ｇ
■
ぬ
）
Ｉ
に
変
る

の
で
あ
る
。

③
現
実
の
補
充
と
し
て
の
理
論

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
「
理
論
」
の
意
味
を
検
討
す
鋼
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
・

理
論
と
い
う
も
の
は
、
｜
部
は
一
定
の
外
的
現
実
を
解
明
す
る
も
の
で
、
一
部
は
正
当
な
状
況
の
要
求
で
あ
る
。
理
論
の
と
の
こ
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つ
の
要
素
は
ご
く
ま
れ
に
一
致
す
る
。
そ
れ
は
一
定
の
現
実
が
正
当
な
も
の
と
理
解
さ
れ
る
時
で
あ
る
。

ワ

ま
た
、
理
論
は
、
そ
の
内
容
が
ど
う
で
あ
れ
常
に
一
定
の
現
実
の
補
充
で
あ
る
。
理
論
家
が
現
実
を
正
当
化
す
る
時
、
理
論
が
意

味
す
る
こ
と
は
、
所
与
の
事
実
の
理
由
づ
け
、
内
的
連
関
の
発
見
で
あ
ｑ
ま
た
、
支
配
者
の
正
当
化
で
あ
ｑ
他
方
彼
ら
の
拘
束
と

全
体
へ
の
組
み
込
み
、
任
務
履
行
の
要
求
等
で
あ
る
。
理
論
家
が
現
実
を
批
判
す
る
場
合
、
理
論
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
現
実
の
補

完
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
論
は
現
実
に
欠
け
て
い
る
も
の
を
そ
れ
に
つ
け
加
え
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
主
主
義
の
際
限
の
な

い
理
想
化
は
、
不
満
足
な
現
実
の
理
想
主
義
的
補
完
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

引
幻
・
］
四
且
困
巴
］
は
、
弁
証
法
の
一
般
的
意
義
と
そ
の
分
類
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
弁
証
法
の
多
様
な
意

な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
渡
辺
中
氏
か
ら
多
く
の
教
示
を
得
た
。

旧
幻
周
宮
口
目
印
白
日
．
「
憲
法
と
社
会
構
造
」
の
一
年
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
内
容
的
に
は
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

「
憲
法
と
社
会
構
造
」
に
は
見
ら
れ
な
い
「
法
哲
学
の
新
傾
向
」
と
題
す
る
第
二
章
が
有
用
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
触
れ
る
余
裕

Ⅱ
「
の
『
団
⑪
日
ロ
、
、
『
の
。
亘
巨
目
⑫
・
巳
四
一
の
印
可
具
一
日
．
］
．
シ
目
」
屋
四
・
ｍ
・
シ
ロ
（
］
・
」
①
『
○
（
以
下
行
『
Ｆ
の
⑫
目
、
⑰
岡
亘

と
略
し
て
引
用
す
る
）
。
本
書
は
、
安
世
舟
、
渡
辺
中
と
筆
者
の
共
訳
に
よ
り
、
近
く
公
刊
を
予
定
し
て
い
る
。
本
書
の
内
容

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
方
法
、
第
二
章
法
の
弁
証
法
的
形
成
、
第
三
章
社
会
的
全
体
に
お
け
る
法
、
第
四
章
憲
法
理

論
の
個
別
問
題
、
第
五
章
自
由
民
主
主
義
憲
法
下
に
お
け
る
社
会
的
な
も
の
の
両
極
性
。

本
書
を
紹
介
す
る
論
文
と
し
て
五
十
嵐
豊
作
フ
ェ
ン
ド
ラ
ー
『
憲
法
と
社
会
構
造
』
」
国
家
学
会
雑
誌
四
七
巻
十
二
号
が

注

あ
る
。

は
な
い
。
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５
シ
ン
ド
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
一
つ
の
原
理
・
原
則
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
思
惟
の
こ
と
。
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、

こ
の
思
惟
を
比
噛
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
と
の
単
純
な
観
察
は
、
現
実
を
十
分
に
見
て
い
な
い
。
こ
の
観
察
は
現

実
か
ら
自
己
に
都
合
の
よ
い
傾
向
を
選
択
し
て
い
る
。
こ
の
観
察
は
、
多
様
な
色
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
中
の
た
っ
た
一
つ
の
色
の

み
を
見
て
お
り
、
そ
の
他
の
色
に
対
し
て
は
盲
目
的
で
あ
る
。
他
の
例
を
あ
げ
て
言
え
ば
、
こ
の
観
察
は
ひ
ろ
が
り
を
見
て
い

４
く
の
『
ず
盟
豈
ロ
、
⑫
［
の
。
言
・
の
。
「
［
（
．
な
お
、
宛
の
。
冒
巨
口
旦
の
白
山
（
に
お
い
て
は
、
皀
・
目
の
９
国
一
の
江
一
の
島
の
シ
巨
索
凹
め
⑪
ｐ
ｐ
ｍ
》

Ｉ

味
に
共
通
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
員
弁
証
法
と
は
推
論
（
［
の
厨
・
昌
口
、
）

に
よ
る
真
理
探
求
の
方
法
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
真
理
に
到
達
す
る
方
法
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
般
的

記
述
で
さ
え
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
無
価
値
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
ま
た
ヘ
ー
ゲ
ル

派
や
マ
ル
キ
ス
ト
が
歴
史
の
プ
ロ
セ
ス
と
す
る
弁
証
法
の
観
念
を
扱
い
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
弁
証
法
と
い
う
用
語
の
中
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
比
較
的
重
要
で
あ
っ
た
。
①
論
理
的
結
果
の
検
討
に
よ
る
論

ば
く
の
方
法
、
②
苑
弁
的
（
⑪
。
已
亘
印
冒
四
一
）
推
論
、
③
分
割
の
方
法
あ
る
い
は
類
を
種
へ
と
、
論
理
的
分
折
の
反
復
、
④
特

殊
な
事
例
あ
る
い
は
仮
説
か
ら
、
そ
れ
へ
と
導
く
推
論
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
最
高
の
普
遍
的
抽
象
的
観
念
を
探
求
す
る
こ
と
、

⑤
単
に
蓋
然
的
あ
る
い
は
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
前
提
を
用
い
る
論
理
的
推
論
も
し
く
は
討
論
、
⑥
形

式
論
理
学
、
⑦
経
験
を
越
え
て
超
越
的
対
象
を
取
り
扱
う
場
合
、
理
性
が
落
ち
込
む
矛
盾
を
示
す
と
こ
ろ
の
、
仮
象
の
論
理
の

批
判
、
⑧
定
立
と
反
定
立
を
通
し
て
こ
の
対
立
物
の
統
合
に
達
す
る
と
こ
ろ
の
思
想
あ
る
い
は
実
在
の
論
理
的
発
展
」

詞
◎
旨
菖
只
西
口
勇
口
巳
円
ご
Ｑ
、
ロ
ミ
向
鳥
冒
、
号
》
向
＆
（
・
『
ご
○
宮
の
昴
目
冨
国
ゴ
ミ
・
’
８
①
ｓ
四
○
｛
勺
三
一
・
⑭
○
℃
ご
》
ぐ
○
一
・

の
。
一
○
画
廟
。

］
・
己
・
四
ｍ
ロ



1３５ シンドラーの公法方法論と主権論（仲地）
る
の
で
は
な
く
、
平
面
上
に
で
き
た
立
体
物
の
影
を
見
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
」
『
の
「
薗
冊
目
明
『
の
。
耳
・
の
・
い

⑥
平
野
義
太
郎
『
マ
ル
ク
ス
主
義
法
学
』
二
二
二
頁
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
（
新
カ
ン
ト
派
の
観
念
論
は
）
、
両
界

の
架
橋
、
と
く
に
弁
証
法
的
発
展
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
い
か
ら
、
当
為
と
存
在
、
理
念
と
現
実
、
主
体
と
客
体
、
形
式
と
内

容
、
文
化
と
自
然
、
個
人
と
社
会
、
規
範
と
決
定
は
、
永
遠
に
相
は
な
れ
た
無
交
渉
の
概
念
で
あ
る
。
」
「
そ
こ
で
新
カ
ン
ト

派
哲
学
の
主
観
的
観
念
論
ま
た
は
二
元
論
は
、
観
念
論
的
弁
証
法
か
、
唯
物
弁
証
法
か
の
二
つ
の
う
ち
の
ど
れ
か
に
発
展
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
」
平
野
氏
の
、
新
カ
ン
ト
主
義
か
ら
弁
証
法
へ
の
発
展
と
い
う
認
識
は
シ
ン
ド
ラ
ー
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
平

野
氏
は
、
二
つ
の
弁
証
法
を
基
に
し
て
、
法
学
も
、
観
念
的
弁
証
法
法
学
か
唯
物
弁
証
法
法
学
に
な
る
と
説
く
。
平
野
氏
に
従

っ
て
、
あ
え
て
シ
ン
ド
ラ
ー
を
分
類
す
れ
ば
、
前
者
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

何
靜
『
｛
閉
め
自
明
『
円
冒
の
．
ｍ
・

旧
潟
【
註
⑫
⑪
目
、
の
『
円
貫
ｍ
・
垣
・

旧
房
円
〔
閉
、
目
窃
『
の
。
言
ご
・
『
三
・
『
｛
Ｎ
貝
の
［
⑫
一
目
シ
貝
一
四
鴨
．

⑩
謡
『
百
用
巨
晶
の
『
円
冨
の
・
圏
・

伽
さ
し
あ
た
り
柳
田
謙
十
郎
『
弁
証
法
十
識
』
（
角
川
書
店
）
三
○
頁
以
下
。

⑫
口
冒
、
．
｛
寄
恩
（
勺
巌
ロ
○
日
の
ｐ
Ｃ
－
Ｃ
巴
の
ロ
冊
○
の
回
，
句
の
｜
貝
こ
の
ヨ
の
『
ぐ
の
［
一
猪
．
ｍ
・
巴
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
言
葉

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
矢
崎
美
盛
「
ヘ
ー
ゲ
ル
精
神
現
象
論
』
（
岩
波
書
店
）

⑬
房
兵
山
⑫
⑫
目
、
”
§
頁
ｍ
・
Ｓ
・

Ｍ
房
臥
周
２
．
ｍ
⑪
『
の
・
言
い
．
Ｅ
・

旧
谷
嶋
喬
四
郎
「
弁
証
法
の
社
会
思
想
史
的
考
察
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
八
頁
。
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鋤
そ
の
代
表
者
と
し
て
シ
ン
ド
ラ
ー
が
あ
げ
る
の
は
、
前
者
に
ケ
ル
ゼ
ン
、
後
者
に
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
と
イ
エ
ル
サ
レ

ム
（
句
日
日
三
・
】
の
目
扇
口
］
の
曰
）
等
で
あ
る
（
ぐ
円
莅
⑫
の
目
殖
⑫
【
の
○
頁
》
の
．
国
・
）
。

㈱
『
の
『
｛
四
冊
目
碩
禺
の
○
貢
・
の
。
①
・

㈱
ご
寓
圃
の
の
巨
口
、
、
『
円
亘
》
の
．
⑭
。

㈹
二
円
註
の
２
口
、
の
【
①
。
冒
梺
の
。
①
．

⑰
ご
円
註
の
⑩
回
国
函
閏
月
頁
・
の
．
］
］
・

旧
［
・
穴
口
員
【
門
冒
丙
已
の
同
国
目
の
ロ
『
の
日
目
盈
の
．
、
⑰
｛
．
，
邦
訳
・
原
佑
訳
カ
ン
ト
全
集
第
四
巻
純
粋
理
性
批
判
山
（
理

想
社
）
’
六
一
・
二
頁

卿
岩
崎
武
雄
『
カ
ン
ト
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
』
一
九
四
頁
以
下
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
を
認
識
の
発
展
と
と
ら
え
る
。

剛
中
埜
肇
『
弁
証
法
』
（
中
央
公
論
社
）
’
三
六
頁
。

⑪
尾
高
朝
雄
『
国
家
構
造
論
』
四
五
頁
は
、
「
弁
証
法
は
、
実
在
そ
の
も
の
の
中
に
見
出
さ
る
べ
き
発
展
の
法
則
性
で
あ
っ
て
、

実
在
認
識
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
『
方
法
』
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
る
。

⑫
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
両
極
弁
証
法
（
Ｓ
の
三
℃
。
］
四
『
の
ロ
巴
の
汀
房
）
と
よ
ん
で
い
る
（
ぐ
の
『
｛
四
の
⑪
目
晒
の
『
の
。
胃
・
の
．
］
ｍ
・
）
。

図
シ
ン
ド
ラ
ー
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
時
、
彼
の
弁
証
法
の
性
格
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
存
在
と
当
為
、

価
値
と
現
実
、
個
人
と
社
会
が
包
括
的
全
体
と
し
て
理
解
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
た
と
え
「
弁
証
法
」
と
い
う
名
称
な
し
で
も
、

こ
の
方
法
が
実
際
上
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
そ
の
具
体
例
と
し
て
シ
ン
ド
ラ
ー
が
挙
げ
る
の
は
、
ギ
ー
ル
ヶ

で
あ
り
、
ス
メ
ン
ド
で
あ
る
。
さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
や
ヘ
ラ
ー
も
弁
証
法
的
見
解
に
近
い
と
評
す
る
（
ご
円
帛
四
の
⑫
目
、
的
『
史
〉
貢
》

。
△
９
／
◎

で
あ
り
、

の
。
］
Ｎ
）
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剛
勾
９
頁
目
Ｑ
ｍ
ｓ
ｇ
．
⑭
．
患
巨
・
何
柱
と
匡
家
α
庸
愚
を
ヰ
Ｌ
と
し
一
二
一
種
え
ｑ
ｌ
３
－
７
ｉ
Ｂ
ｈ
Ⅱ
Ｉ
「
ｄ
、
４
Ⅲ
二
３
Ｚ
’
二
割

察
す
る
。

㈱
『
》
・
層
騨
冒
＆
ご
｝
ｑ
ロ
ロ
ョ
ロ
ロ
ロ
○
の
日
の
曰
⑫
Ｓ
ｍ
津
。
②
．
」
跨
口
｛
一
・
」
①
ｇ
・
ご
円
【
四
の
⑪
ｐ
ｐ
ｍ
閏
の
○
頁
・
の
．
Ｓ
・

剛
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
の
社
会
学
的
研
究
の
必
要
性
を
拒
否
し
た
の
で
は
な
い
。
国
§
“
澪
⑯
（
②
§
三
「
冨
一
厨
］
皀
呂
８
勺

］
■
切
言
の
》
田
豊
「
・
四
目
勺
○
一
三
・
⑫
ご
｛
冨
冨
員
。
『
。
【
の
。
冒
門
の
．
ご
国
・
句
・
凹
患
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
純
粋
法
学
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
学
的
法
学
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
の
代
表
者
た
ち
が

行
な
う
よ
う
に
法
の
惟
一
の
科
学
と
し
て
そ
れ
を
見
る
こ
と
を
辞
退
す
る
の
で
あ
る
。
社
会
学
的
法
学
は
、
規
範
的
法
学
と

並
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
両
方
と
も
他
方
に
代
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
各
々
は
、
異
な
る
問
題
を
扱
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
」

㈱
ご
ｍ
『
甘
切
の
巨
口
ぬ
い
［
の
○
頁
・
の
・
・
・

⑪
こ
の
『
莅
朋
目
、
、
［
史
）
宮
・
の
．
忌
廟
．
．
］
・
或
・
・
患
魚
》
四
ｍ
魚
・
色
｛
｛
・

㈱
真
下
信
一
・
樫
山
欽
四
郎
『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
」
（
世
界
思
想
教
養
全
集
４
）
解
説
一
一
一
八
六
頁
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お

い
て
契
機
と
い
う
用
語
は
、
「
独
自
の
意
味
に
使
わ
れ
、
弁
証
法
的
展
開
の
過
程
に
お
け
る
過
渡
的
な
意
味
し
か
も
た
な
い
一

段
階
、
あ
る
い
は
そ
の
段
階
に
あ
る
も
の
を
意
味
す
る
。
よ
り
高
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
機
は
消
滅
す
る
が
、

し
か
し
契
機
の
も
つ
意
味
は
よ
り
高
い
次
元
で
生
か
さ
れ
る
。
事
物
を
固
定
的
（
静
止
的
）
な
要
素
と
見
な
い
で
、
展
開
の
過

程
に
あ
っ
て
展
開
の
き
っ
か
け
を
な
す
も
の
、
と
見
る
立
場
が
生
ん
だ
言
葉
」
で
あ
る
が
、
シ
ン
ド
ラ
ー
に
お
い
て
は
、
こ
の

よ
う
な
発
展
を
意
味
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
物
事
の
一
側
面
、
一
本
質
あ
る
い
は
構
成
要
素
と
い
う
意
味
が
強
い
よ
う
に
恩

マ
ス
一
Ｃ
Ｏ

巨
且
ｍ
ｓ
ｇ
・
の
．
⑭
⑦
魚
・
は
、
法
と
国
家
の
問
題
を
中
心
と
し
つ
つ
、
種
々
の
一
次
元
的
思
惟
に
よ
る
理
論
を
考
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脚
武
市
健
人
『
弁
証
法
の
問
題
』
二
一
一
一
頁
は
、
概
念
法
学
は
形
式
と
内
容
を
切
り
離
す
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
す

る
。
「
普
通
に
は
形
式
と
内
容
と
は
切
り
離
さ
れ
る
。
科
学
、
特
に
実
証
的
科
学
、
現
実
科
学
に
お
い
て
は
一
一
つ
は
別
に
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
法
律
は
一
定
の
社
会
の
実
体
（
内
容
）
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
法
律
と
し
て

制
定
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
そ
の
社
会
の
内
容
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
社
会
が
変
り
、
社
会
の
実
体
が
変
れ
ば
、
法

律
も
ま
た
そ
れ
に
規
定
さ
れ
て
新
ら
し
い
内
容
を
盛
る
新
ら
し
い
形
式
と
し
て
変
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
既

成
の
形
式
で
あ
る
法
律
だ
け
の
克
明
な
解
釈
を
事
と
す
る
法
律
学
に
と
っ
て
は
、
こ
の
根
底
の
社
会
の
実
体
は
把
握
さ
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
形
式
と
内
容
と
は
分
離
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
概
念
法
学
を
出
で
な
い
今
日
の
一
般
の
法
律
学

の
限
界
が
、
こ
こ
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
」

剛
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
形
式
は
内
容
で
あ
る
」
「
内
容
は
形
式
を
自
分
自
身
の
う
ち
に
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
・
ヘ
ー
ゲ
ル
・

松
村
一
人
訳
「
小
論
理
学
（
下
）
』
（
岩
波
書
店
）
六
○
頁
。

働
く
、
一
・
宛
ｇ
宮
口
目
印
国
貝
》
の
。
］
＆
魚
・

㈱
諄
閂
【
山
い
い
：
鴨
§
頁
の
．
ご
・

師
参
照
せ
よ
。
小
林
直
樹
「
憲
法
の
構
成
原
理
」
九
六
、
一
二
六
、
一
二
八
頁
・

㈱
筐
］
島
。
ゴ
、
・
専
富
③
量
、
、
胃
『
界
・
頁
の
‐
目
已
の
。
：
一
一
の
曰
の
Ｃ
｛
の
一
旦
］
、
。
宮
己
一
の
【
⑪
．
冒
胃
ロ
宣
く
臣
『

宛
円
亘
の
－
巨
口
ｐ
ｍ
ｏ
国
国
」
己
三
一
○
の
○
℃
宮
の
》
］
①
呂
・
の
・
鷺
ｍ
・

㈱
三
・
奇
蒔
》
６
－
の
曰
３
ｍ
・
冨
己
一
自
冒
」
：
『
冒
呂
こ
の
『
ｚ
の
皀
自
西
の
一
く
島
の
Ｓ
の
口
○
の
、
の
一
一
の
。
富
津
］
む
ち
ｍ
・
函
．

⑪
谷
嶋
・
前
掲
書
九
頁
。

畑
房
周
蔚
切
目
闇
『
円
宣
の
・
忠
．
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二
主
権
鶴

１

主
権
と
い
う
用
語
が
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
概
念
で
あ
り
蕊
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宮

沢
俊
義
氏
は
、
Ｈ
主
権
は
、
ま
ず
、
国
の
政
治
の
あ
り
方
を
最
終
的
に
決
定
す
る
権
威
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
、
ロ
主
権
は
、
次
に

最
高
独
立
を
意
味
す
る
、
曰
主
権
は
、
さ
ら
に
、
国
家
の
権
利
を
意
味
す
る
。
こ
の
意
味
の
主
権
は
、
ま
た
統
治
権
、
国
権
な
ど
と

２

呼
ば
れ
る
、
と
二
一
つ
に
分
類
し
て
説
明
す
ふ
。

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
右
の
よ
う
な
分
類
を
明
確
に
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
で
用
い
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
従
来
の
主
権
論
の
範
鴎
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
主
権
論
の
分
野
に
お
い
て
も
、
彼
の
独
特
な
方
法
論
に
基
づ
く
分

㈹
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
｜
っ
の
全
体
を
形
成
し
て
い
る
社
会
的
生
活
の
中
で
、
特
に
「
国
家
に
お
い
て
統
合
さ
れ
て
い
る
国
民
の

社
会
的
生
活
の
全
体
性
」
に
つ
い
て
社
会
的
全
体
と
い
う
用
語
を
用
い
る
（
涛
同
註
脇
目
鴨
§
頁
の
．
固
）
。
全
体
を
な
す

社
会
的
生
活
の
う
ち
、
特
に
こ
の
一
定
範
囲
を
「
社
会
的
全
体
」
と
よ
ぶ
理
由
は
、
「
国
家
に
お
い
て
も
っ
と
も
集
中
的
な
全

体
的
関
連
性
が
見
出
さ
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
定
義
が
、
「
社
会
的
全
体
イ
コ
ー
ル
国
家
」
を
意
味
し
て
い
な
い
こ
と
は

「
法
的
に
規
範
化
さ
れ
た
国
家
生
活
（
□
冊
『
の
・
ず
葛
８
口
。
『
目
の
耳
の
輿
口
ｇ
］
］
島
の
Ｆ
の
ウ
の
ロ
）
は
、
こ
の
社
会
的
全
体
の
一

部
を
形
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
（
の
．
＄
・
）
」
と
い
う
説
明
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
「
社
会
的
全
体
」
を
重

視
す
る
が
、
本
稿
で
は
以
後
触
れ
る
余
裕
は
な
い
。

脚
需
毘
四
冊
ｐ
ｐ
ｍ
、
Ｈ
の
・
言
・
の
。
＆
魚
・

幽
謡
感
冊
印
目
、
⑫
§
三
・
の
．
『
Ｃ
廟
・

鯛
諒
計
閉
目
鴨
『
円
冨
・
の
・
・
］
庫
．
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折
と
解
釈
が
あ
り
、
一
面
に
お
い
て
彼
の
方
法
論
の
各
論
分
野
に
お
け
る
展
開
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

本
稿
で
は
、
彼
の
方
法
論
と
の
か
か
わ
り
に
主
眼
を
お
い
て
主
権
論
の
紹
介
と
若
干
の
考
察
を
お
こ
な
お
う
。

メ
ヒ
テ
イ
ヒ
カ
イ
ト

Ｈ
社
会
的
な
も
の
に
お
け
る
最
高
権
力
性
と
し
て
の
主
権

ノ
ヒ
テ
イ
ヒ
カ
イ
ト

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
主
権
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
説
明
概
念
と
し
て
権
力
性
（
三
群
亘
」
ぬ
颪
芹
）
と
い
う
概
念
を
用
い
る
。

こ
れ
は
、
国
家
（
的
な
も
の
）
と
国
家
外
的
な
も
の
で
一
つ
の
全
体
を
形
成
す
る
と
い
う
彼
の
認
識
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

４

以
下
、
彼
の
述
べ
割
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

国
家
と
法
の
弁
証
法
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
も
す
で
に
述
べ
た
が
、
国
家
を
構
成
す
る
た
め
に
法
に
当
然
に
伴
う
特
殊
な

で
ハ
ト

契
機
は
権
力
（
三
四
○
耳
）
で
あ
る
。
権
力
は
そ
れ
が
法
と
特
殊
国
家
的
に
結
び
つ
く
か
ぎ
り
で
国
家
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
国

家
と
の
結
び
つ
き
か
ら
解
放
さ
れ
た
権
力
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
権
力
性
と
い
う
用
語
を
用
い
よ
う
。
国
家
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で

あ
る
権
力
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
権
力
性
と
は
、
一
定
の
事
物
的
、
人
的
、
場
所
的
に
制
限
さ
れ
た
生
活
領
域
を
現
実

的
に
形
成
す
る
能
力
で
あ
る
。
権
力
性
は
、
物
理
的
暴
力
で
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
心
理
的
力
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
社

会
的
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
存
在
し
、
ま
た
、
社
会
的
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
と
必
然
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

社
会
的
な
も
の
に
お
け
る
最
高
の
権
力
性
の
こ
と
を
主
権
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
主
権
が
国
家
に
帰
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

最
高
の
権
力
性
が
国
家
に
帰
属
し
、
国
家
的
な
も
の
が
国
家
外
的
な
も
の
に
優
位
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
国
家
主
権
は

最
高
を
意
味
す
る
と
通
常
言
わ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
が
国
家
外
的
な
も
の
に
対
し
て
決
定
的
優
位
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
言
わ
ん
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
宮
沢
俊
義
氏
の
分
類
の
第
二
の
意
味
の
主
権
は
、
シ
ン
ド
ラ
ー
に
よ
れ
ば
以
上
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
る
の
で

あ
る
。こ
の
問
題
は
、
主
権
の
絶
対
的
性
格
の
否
定
と
い
う
側
面
か
ら
も
説
明
さ
れ
る
。
主
権
の
絶
対
性
は
、
主
権
概
念
の
発
生
に
お
い
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主
権
は
、
社
△

い
の
で
あ
る
。

５

て
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
近
代
的
主
権
概
念
を
確
立
し
た
の
は
周
知
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
で
あ
る

６

が
、
彼
は
主
権
を
「
国
家
の
絶
対
的
か
つ
恒
久
的
な
権
力
」
と
定
義
し
た
。
絶
対
的
権
力
と
は
、
次
の
よ
う
な
権
力
で
あ
る
。
「
一

国
家
の
人
民
ま
た
は
領
主
た
ち
は
、
そ
の
有
す
る
至
高
（
主
権
的
）
か
つ
恒
久
的
な
権
力
を
だ
れ
か
に
単
純
に
与
え
て
、
財
産
・
人

間
お
よ
び
す
べ
て
の
こ
と
が
ら
を
か
れ
の
思
い
の
ま
ま
に
処
理
さ
せ
、
ま
た
さ
ら
に
そ
れ
を
か
れ
の
欲
す
る
者
に
委
譲
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
全
く
あ
た
か
も
所
有
者
が
自
分
の
財
産
を
単
純
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
ひ
と
た
び
遂
行

さ
れ
完
了
さ
れ
る
や
、
も
は
や
い
か
な
る
条
件
も
受
け
い
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
主
権
の
絶
対
性
と
は
、

７

結
局
蕩
非
制
約
性
と
解
し
得
副
。

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
主
権
が
絶
対
的
概
念
で
な
く
相
対
的
概
念
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
点
が
他
の
学
説
と
自
説
と
の
違
い
で
あ

８

る
と
強
調
し
て
い
る
。
シ
ン
ド
ー
フ
ー
に
よ
れ
ば
、
主
権
は
最
高
級
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
必
ら
ず
比
較
さ
る
べ
き
●
も
の
を
前
提
と

９

し
て
い
る
。
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
が
主
権
を
「
対
抗
概
念
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
主
権
は
、
国
家
権
力
を
他
の
諸
権
力
と
対
比
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
展
し
た
。
国
家
権
力
は
、
教
会
や
皇
帝
に
対
し
て
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
現
実
の
領
域
で
最
高
の
も
の
で
あ
る
。

主
権
は
、
社
会
的
な
‐
も
の
に
お
け
る
権
力
性
の
う
ち
で
最
高
の
権
力
性
以
外
の
な
に
’
も
の
を
も
意
味
し
な
い
。
最
高
は
絶
対
で
は
な

以
卜
素
、
シ
ン
ド
ラ
ー
の
、
主
権
の
絶
対
性
を
否
定
す
る
論
理
で
あ
る
が
、
シ
ン
ド
ラ
ー
は
主
権
と
他
の
権
力
性
と
の
相
対
性
を
述

べ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
ポ
ダ
ン
や
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
言
う
と
こ
ろ
の
主
権
の
非
制
約
性
と
し
て
の
絶
対
性
を
直
接
的
に
否
定
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
両
者
の
議
論
は
壷
か
み
合
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
シ
ン
ド
ラ
ー
の
公
法
理
論
に
お
い
て
主
権
の
果
し
た
役
割
は
次
の
よ
う
に
評
価
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
主
権
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｜
次
元
的
思
惟
は
、
社
会
的
な
も
の
の
両
極
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
ル
ソ
ー
の
国
民
主
権
論
も
一
次
元
的
思
惟

に
つ
な
が
る
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
社
会
生
活
を
、
一
つ
の
権
力
源
か
ら
構
成
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
う
な
る

と
己
社
会
的
な
も
の
の
両
極
性
は
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
は
社
会
的
生
活
に
お
け
る
権
力
性
の
段
階
や
配
分
も
見
落
と
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
社
会
的
現
実
と
理
論
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
。
こ
の
現
象
を
理
論
の
根
本
修
正
へ
と
向
け
ず
、
あ
く
ま
で
理
論

を
貫
徹
せ
し
め
よ
う
と
す
る
と
、
権
力
政
治
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

国
家
（
あ
る
い
は
国
家
機
関
）
に
主
権
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
社
会
的
両
極
性
ｌ
国
家
と
国
家
外
的
な
も
の
を
二
つ
の
極
と
す

る
場
合
ｌ
に
お
い
て
、
国
家
に
決
定
的
優
位
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
．
国
家
外
的
な
も
の
は
、
観
念
上
は
極
と
し
て
定
立
さ
れ
て

い
る
が
、
事
実
上
は
排
除
さ
れ
て
い
る
の
に
近
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
国
家
外
的
な
も
の
の
重
要
性
を
見
落
し

が
ち
で
あ
る
。
最
近
の
国
法
学
で
は
、
非
国
家
的
な
も
の
は
国
法
上
の
考
察
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
と
す
る
観
念
が
大
き
な
役
割

を
果
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
ゲ
ル
バ
ー
や
ラ
ー
バ
ン
ト
の
見
解
の
基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
ケ
ル
ゼ
ン
で
は
論
理
的
公

理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
誤
ま
っ
て
い
る
。
主
権
概
念
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
概
念
自
体
が
国
家
外
的
な
も
の
を
前

提
と
し
て
お
り
、
主
権
を
語
る
と
と
自
体
が
、
国
家
外
的
な
も
の
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
非
国
家
的
な
も
の
を
無
視
す
る
こ
と

は
、
社
会
的
な
も
の
に
お
い
て
、
国
家
と
国
家
外
的
な
も
の
を
区
別
す
る
概
念
で
あ
り
、
ま
た
、
｜
面
に
お
い
て
両
者
を
結
合
す
る

概
念
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
お
り
季
弁
証
法
的
方
法
の
一
貫
し
た
適
用
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ロ
社
会
的
な
も
の
の
両
極
性
に
つ
い
て

社
会
的
な
も
の
は
極
的
対
立
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
を
主
権
に
関
連
し
て
分
析
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

理
と
な
っ
て
い
る
。
し
上

提
と
し
て
お
り
、
主
権
一

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

０

る
こ
と
が
で
宍
｝
よ
弧
。
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を
も
つ
。
ま
た
、
再

検
討
し
て
み
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
シ
ン
ド
ラ
ー
は
述
べ
て
い
る
が
、
法
外
的
な
も
の
の
重
視
が
国
法
学
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
す
る
シ
ン

ド
ラ
ー
の
立
場
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

曰
主
権
「
理
鏡
」
の
意
味

前
述
し
た
よ
う
に
、
シ
ン
ド
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
理
論
は
、
現
実
の
解
明
と
し
て
の
性
格
と
あ
る
べ
き
状
況
の
要
求
と
し
て
の
性
格

を
も
つ
。
ま
た
、
理
論
は
常
に
一
定
の
現
実
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ド
ラ
ー
の
こ
の
一
一
つ
の
テ
ー
ゼ
に
即
し
て
主
権
論
を

ま
ず
、
主
権
の
理
論
的
性
格
で
あ
る
が
、
シ
ン
ド
ラ
ー
は
主
権
概
念
は
、
部
分
的
に
は
要
求
と
し
て
う
ち
立
て
ら
れ
、
部
分
的
に

伽
⑫

は
真
の
現
実
の
説
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
第
一
の
テ
ー
ゼ
が
確
認
さ
れ
る
。
ボ
ダ
ン
の
主
権
論
が
意
図
し
た
も
の
が
、

国
王
権
力
の
基
礎
づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
権
論
の
も
つ
「
要
求
」
と
し
て
の
性
質
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と

「
真
の
現
実
の
説
明
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
シ
ン
ド
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
検
討
を
す
す
め
る
。
主
権
が
真
の
現
実
に
関
す
る
説

明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
主
権
は
実
定
国
法
の
一
概
念
と
な
る
。
し
か
し
、
主
権
は
規
範
で
す
ら
な
く
、
む
し
ろ
規
範

体
系
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
主
権
は
、
実
定
法
原
則
の
妥
当
根
拠
を
生
じ
せ
し
め
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

か
く
し
て
主
権
は
、
法
の
前
提
概
念
で
あ
り
、
形
式
的
法
的
思
惟
と
社
会
的
な
も
の
の
真
の
現
実
性
を
結
び
つ
け
る
結
合
概
念
で
も

あ
る
。
つ
ま
り
、
主
権
と
い
う
概
念
は
、
法
の
領
域
に
も
社
会
的
現
実
の
領
域
に
も
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
社
会
的
現
実
の
領
域

に
お
け
る
主
権
と
は
、
社
会
的
な
も
の
に
お
け
る
最
高
の
権
力
性
が
主
権
の
保
持
者
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
事
実
に
関
連
し
て
く
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
権
論
は
、
自
然
科
学
的
な
意
味
で
の
科
学
的
説
明
で
は
な
い
。
主
権
は
、
法
と
社
会
的

生
活
を
包
含
す
る
事
実
に
関
す
る
説
明
な
の
で
あ
る
。
主
権
の
概
念
は
こ
の
事
実
な
し
に
は
存
在
し
得
な
い
が
、
し
か
し
、
相
対
的

こ
ろ
で
あ
る
。
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第
二
の
テ
ー
ゼ
「
｜
定
の
現
実
の
補
充
と
し
て
の
理
論
」
を
主
権
論
の
面
か
ら
検
討
し
よ
う
。
シ
ン
ド
ラ
ー
は
廷
次
の
よ
う
に
ブ

４

ル
ン
チ
ュ
リ
を
引
用
す
訓
。
「
当
時
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
ド
イ
ツ
国
民
が
半
世
紀
後
、
一
二
○
年
戦
争
で
経
験
し
た
の
と
同
じ
よ
う
な

自
殺
的
分
裂
過
程
の
真
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
教
会
の
権
威
や
国
家
秩
序
は
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
土
台
の
上
で
不
安
定
な
状
況
に
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
ポ
ダ
ン
は
、
国
家
権
力
の
法
的
根
拠
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
分
裂
の
回
避
が
も
し
あ
る

と
す
れ
ば
、
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
こ
か
ら
の
み
見
出
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。
」
か
く
し
て
主
権
学
説
は
、
欠
落
し
て
い

た
契
機
を
秩
序
に
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
生
活
必
然
的
構
造
要
素
が
雷
社
会
的
生
活
に
欠
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
・
思
惟
に
よ
っ
て

そ
れ
が
発
見
さ
れ
、
そ
し
て
主
権
と
い
う
表
現
が
つ
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
現
実
の
補
充
と
し
て
現
実
に
欠
け
て
い
る
も
の
を
そ

れ
に
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
主
権
学
説
は
蓮
こ
の
よ
う
な
意
味
で
「
一
定
の
現
実
の
補
充
」
と
し
て
の
理
論
な
の
で
あ
る
。

え
よ
う
。

規
範
が
異
な
る
場
合
は
、
そ
こ
に
擬
制
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
・
要
求
と
し
て
の
性
格
と
、
現
実
の
説
明
と
し
て
の
性
格
は
「
主
権
概

脳

念
に
お
け
る
構
造
上
の
二
つ
の
契
機
に
す
ぎ
な
い
。
」
こ
の
二
つ
を
相
互
排
斥
的
な
も
の
と
捉
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
シ
ン

ド
ラ
ー
の
規
範
的
法
学
と
社
会
学
的
法
学
の
弁
証
法
的
統
一
と
い
う
主
張
は
、
主
権
論
の
分
野
に
お
い
て
も
試
み
ら
れ
て
い
る
と
言

に
独
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

シ
ン
ド
ラ
ー
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
主
権
理
論
の
も
つ
「
現
実
の
説
明
」
と
し
て
の
側
面
を
分
析
し
て
い
る
。
シ
ン
ド
ラ
ー
が
示

し
て
い
る
こ
と
は
、
主
権
論
が
現
実
の
説
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
自
然
科
学
的
に
社
会
を
解
明
す
る
理
論
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
法
律
家
が
、
あ
る
者
に
主
権
が
あ
る
と
主
張
す
る
時
、
こ
れ
は
事
実
の
説
明
で
も
あ
り
、
規
範
の
主
張
で
も
あ
る
・
事
実
と

シ
ン
ド
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
法
治
国
家
、
権
力
分
立
、
自
由
権
の
要
請
を
伴
う
自
由
主
義
は
、
全
能
と
い
う
意
味
に
お
け
る
主
権
に

四
主
権
と
自
由
権
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田

対
し
て
む
け
ら
れ
た
思
想
的
運
動
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
非
制
約
的
権
力
と
し
て
の
主
権
か
ら
、
個
人
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
自
由
主
義
は
歴
史
上
開
花
し
た
が
、
自
由
主
義
に
対
し
て
な
さ
れ
た
批
判
、
そ
し
て
現
実
に
そ
の
崩
壊
を
ひ
き
起
こ
し
た

も
の
は
、
秩
序
維
持
能
力
の
乏
し
さ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
自
由
は
拘
束
を
前
提
と
し
て
お
り
、
自
由
主
義
が
有

効
に
作
動
す
る
た
め
に
は
、
国
家
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
国
家
外
的
な
も
の
に
お
い
て
秩
序
を
規
制
す
る
力
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
自
由
主
義
が
、
こ
の
よ
う
な
両
極
性
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
両
極
が
調
和

的
に
作
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
相
互
補
完
的
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
自
由
主
義
は
、
国
民
の
作

法
、
自
己
規
律
、
知
性
に
あ
ま
り
に
も
期
待
し
す
ぎ
た
。
そ
し
て
こ
の
徳
性
が
欠
除
し
て
い
る
場
合
に
対
し
て
は
十
分
な
配
慮
を
お

こ
な
わ
な
か
っ
た
。
国
家
的
、
国
家
外
的
な
秩
序
の
素
乱
を
自
由
主
義
は
、
ほ
と
ん
ど
阻
止
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ

っ
て
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
る
大
衆
が
、
反
自
由
主
義
運
動
の
担
い
手
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
見
解
の
宣
伝
の
た
め

に
、
自
由
主
義
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
自
由
を
利
用
し
た
。
そ
の
要
求
は
、
国
家
の
強
化
で
あ
り
、
自
由
主
義
に
よ
っ
て
解
放

さ
れ
た
個
人
と
社
会
の
領
域
へ
の
国
家
の
介
入
で
あ
っ
た
。
自
由
主
義
が
当
初
排
撃
し
よ
う
と
し
た
主
権
理
論
の
新
た
な
形
成
で
あ

把
握
し
、注

以
上
、
シ
ン
ド
ラ
ー
が
主
権
の
政
治
的
意
義
と
し
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
登
場
を
許
し
た
背
景
に
つ
い
て
の

シ
ン
ド
ラ
ー
の
分
析
で
あ
る
。
自
由
主
義
が
単
に
権
力
分
立
的
に
理
解
さ
れ
て
は
論
弱
で
あ
る
こ
と
、
社
会
的
な
も
の
の
両
極
性
を

把
握
し
、
そ
の
中
に
位
置
づ
け
て
は
じ
め
て
自
由
主
義
も
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
シ
ン
ド
ラ
ー
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

っ
た
の
で
あ
る
。

川
歴
史
的
に
主
権
の
意
味
を
考
察
す
る
も
の
と
し
て
、
法
貴
三
郎
「
主
権
の
概
念
山
鯏
、
」
拓
殖
大
学
論
集
七
七
号
、
八
○
号
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②
宮
沢
俊
義
『
憲
法
』
七
頁
以
下

③
主
権
に
つ
い
て
は
、
謡
『
菌
脇
目
、
の
『
の
。
胃
の
第
四
章
「
憲
法
理
論
の
個
別
問
題
」
の
第
一
節
「
主
権
と
国
家
権
力
」
に
お

い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

⑪
房
吋
莅
②
の
自
用
『
９
頁
、
．
Ｓ
魚
｛
．

⑤
た
だ
し
、
自
然
法
論
に
立
脚
し
た
多
く
の
契
約
論
者
や
自
由
主
義
的
法
治
国
家
論
者
は
主
権
の
絶
対
性
を
否
定
し
た
。
堀
豊

彦
「
国
家
主
権
の
絶
対
性
」
「
近
代
国
家
論
第
一
部
権
力
』
三
一
八
頁
。

⑥
｛
⑮
§
因
目
貫
Ｃ
の
一
回
忌
己
且
一
己
■
の
》
］
画
題
》
｜
弓
・
閂
・
ポ
ダ
ン
の
訳
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
。
マ
リ
タ
ン
・
久
保

正
幡
・
稲
垣
良
典
共
訳
『
人
間
と
国
家
』
（
創
文
社
）
三
九
頁
以
下
よ
り
引
用
。

ｍ
参
照
せ
よ
。
佐
々
木
毅
『
主
権
・
抵
抗
権
・
寛
容
ｌ
ジ
ャ
ン
・
ポ
ダ
ン
の
国
家
哲
学
』
’
○
二
頁
。
ま
た
、
ご
慰
昌
…

匡
一
開
日
の
ヨ
の
、
一
目
厨
一
の
胃
の
．
四
・
缶
員
・
の
・
ミ
の
も
「
主
権
は
制
限
さ
れ
ず
、
ま
た
制
限
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
権
力

そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

佃
諒
『
｛
勝
呂
畠
切
鬮
亘
》
の
。
］
ｇ
な
お
、
参
照
せ
よ
、
中
村
哲
「
主
権
概
念
の
問
題
性
に
つ
い
て
」
公
法
研
究
九
号
一
・
二

Ul）ＵＯｉ（９ 八
二
号
。
現
一

四
九
巻
七
号
。

頁
。

「
呉
冒
幕
、
四
四
・
・
・
ｍ
・
瞳
］
・

『
の
『
｛
四
⑫
叩
ロ
ロ
頤
⑪
閂
の
◎
ず
（
。
、
。
〕
ロ
ヨ
］
］
←
｛
｛
・

『
の
Ｈ
角
山
⑫
、
■
ｐ
ｍ
ｍ
円
の
◎
ず
章
の
。
］
□
①
局
宙
・
》
］
］
ロ
。

現
在
か
ら
将
来
に
か
け
て
の
主
権
概
念
の
変
貌
を
展
望
す
る
も
の
と
し
て
、
宮
崎
繁
樹
「
国
家
主
権
論
」
法
律
時
報
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⑫
原
田
鋼
「
政
治
学
原
論
』
四
八
○
頁
以
下
は
、
主
権
を
目
的
論
と
実
体
論
に
分
け
て
分
析
し
、
シ
ン
ド
ラ
ー
と
同
様
な
結
論

に
達
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
主
権
概
念
の
一
般
的
な
構
成
は
、
目
的
論
と
実
体
論
と
の
統
合
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
主
権
概
念
は
二
重
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
」
「
い
っ
た
い
国
家
生
活
が
な
り
た
つ
と
こ
ろ
に
は
》
何
ら

か
の
秩
序
が
必
然
的
で
あ
っ
て
、
あ
ま
た
の
社
会
圧
力
関
係
、
階
級
利
害
関
係
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
い
わ
ば
弁

証
法
的
過
程
に
お
い
て
、
無
限
の
多
か
ら
―
に
む
か
っ
て
統
合
さ
れ
る
と
い
う
社
会
法
則
は
、
も
っ
と
も
基
礎
的
な
も
の
と
し

て
前
提
と
さ
れ
る
ほ
か
は
な
い
。
」
「
主
権
概
念
は
、
一
面
、
こ
の
よ
う
な
目
的
論
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
目
的

論
と
い
う
の
は
、
主
権
概
念
が
、
国
家
の
統
一
性
、
最
高
性
を
指
標
し
、
認
証
す
る
た
め
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
実
体
論
と
は
、
国
家
の
統
一
性
や
、
最
高
性
が
、
現
実
的
な
社
会
諸
力
の
競
合
過
程
に
お
い
て
、
い
か
に
具
体

的
に
達
成
さ
れ
る
か
を
分
析
し
、
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
な
お
、
参
照
せ
よ
。
堀
豊
彦
「
国
家
主
権
の
絶
対
性
」
『
近
代

国
家
論
第
一
部
権
力
」
三
頁
。

⑬
原
田
・
前
掲
書
四
八
四
頁
。

⑭
、
冒
苫
房
ｓ
毎
》
の
①
、
○
旨
。
旨
の
』
の
⑪
、
一
一
ｍ
・
の
白
日
閂
円
亘
、
・
の
．
ご
・
（
ぐ
の
Ｈ
Ｆ
⑫
切
目
旧
『
の
呂
（
・
の
。
］
］
、
．
）

旧
涛
【
菌
⑫
、
自
用
§
頁
の
。
］
一
の
鼠

む
す
び

シ
ン
ド
ラ
ー
の
公
法
の
方
法
論
と
主
権
論
を
考
察
し
て
き
た
が
、
い
く
つ
か
の
こ
と
を
付
言
し
て
む
す
び
と
し
た
い
。

第
一
に
、
シ
ン
ド
ラ
ー
を
評
価
す
る
基
本
的
立
場
も
し
く
は
、
シ
ン
ド
ラ
ー
を
研
究
す
る
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。

シ
ン
ド
ラ
ー
公
法
理
論
の
意
義
の
第
一
は
、
彼
が
法
と
国
家
が
前
提
と
し
て
い
る
「
法
外
的
事
実
」
を
重
視
し
た
点
で
あ
る
。
こ
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の
事
実
を
解
明
し
、
法
の
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
彼
の
一
貫
し
た
努
力
で
あ
っ
た
。

意
義
の
第
二
は
、
彼
が
「
法
は
社
会
的
生
活
の
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
て
は
じ
め
て
正
当
に
理
解
さ
れ
う
る
こ
と
」
を
主
張
し
、
社

２

〈
雪
的
全
体
に
お
け
る
法
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
認
識
対
象
の
全
面
的
把
握
」
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
シ
ン
ド
ラ

ー
は
こ
の
二
つ
を
弁
証
法
的
方
法
に
よ
っ
て
一
貫
し
た
体
系
に
ま
と
め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

今
日
の
わ
が
国
の
法
学
は
Ｐ
細
分
化
し
個
別
の
論
点
が
深
め
ら
れ
る
一
方
で
統
合
へ
の
視
角
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
法

と
そ
れ
を
と
り
ま
く
諸
事
象
と
の
関
係
の
理
論
的
分
析
も
多
く
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

に
お
い
て
、
シ
ン
ド
ラ
ー
の
公
法
学
が
、
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
は
疑
い
が
な
か
ろ
う
。

第
二
に
、
し
か
し
、
シ
ン
ド
ラ
ー
公
法
理
論
の
背
骨
を
な
す
弁
証
法
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
弁
証

法
に
つ
い
て
は
多
く
の
批
判
が
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ン
ド
ラ
ー
の
名
前
も
あ
げ
て
批
判
し
た
尾
高
朝
雄
氏
は
、
「
弁
証
法
を
「
方

法
』
と
し
て
論
述
の
冒
頭
に
掲
げ
、
こ
れ
を
し
て
研
究
の
全
体
を
指
導
せ
し
め
る
こ
と
は
、
実
は
弁
証
法
の
運
用
を
謬
」
る
も
の
で

あ
り
、
「
今
日
弁
証
法
を
口
に
す
る
学
者
は
、
弁
証
法
の
語
を
呪
文
と
し
て
、
実
在
の
矛
盾
の
安
易
な
解
決
を
求
め
よ
う
と
す
る
傾

３

向
が
、
住
々
に
し
て
見
受
け
ら
れ
る
」
と
、
厳
し
く
批
判
す
劃
。
特
に
、
シ
ン
ド
ー
フ
ー
弁
証
法
に
お
け
る
「
矛
盾
」
お
よ
び
「
両
．

４

極
」
の
意
味
が
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
筆
者
の
手
に
あ
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
シ
ン
ド
ラ
ー
の
弁
証
法
が
、

こ
れ
ら
の
批
判
に
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
有
効
範
囲
と
限
界
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
シ
ン
ド
ラ
ー
公
法
学
の
理
論
的
、
歴
史
的
評
価
を
な
す
た
め
に
は
、
彼
の
時
代
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
思
想

的
状
況
の
総
体
的
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
憲
法
と
社
会
構
造
』
の
序
文
に
お
い
て
、
彼
自
身
が
「
現
代
の

学
問
的
問
題
性
か
ら
の
み
な
ら
ず
政
治
的
問
題
性
か
ら
著
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
法
学
は
伊
時
代
へ
の
発
言
で
あ
っ
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た
の
で
あ
る
。
シ
ン
ド
ラ
ー
の
同
名
の
息
子
（
現
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
教
授
）
も
、
「
国
家
学
に
対
す
る
私
の
父
の
寄
与
は
、
本
質
的

５

に
戦
時
隣
国
に
お
い
て
代
表
的
で
あ
っ
た
学
説
と
の
論
争
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
の
考
察
を
ぬ
き
に
し
て
、
シ
ン
ド

６

ラ
ー
の
評
価
は
な
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
ケ
ー
ギ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
シ
ン
ド
ー
フ
ー
も
ま
た
、
「
危
機
の
時
代
」
の
理
論
家
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

②
頁
帛
怠
鐸
凰
．
□
一
の
｛
１
，
茸
の
。
ご
ｐ
９
ｌ
の
『
》
一
日
］
凹
胃
ワ
巨
呂
Ｑ
Ｒ
ｚ
①
■
の
二
四
の
一
『
曾
一
⑪
ｇ
の
。
○
の
⑫
の
一
］
⑪
：
臼
戸
］
①
色
・
の
・
四
・

③
尾
高
朝
雄
「
国
家
構
造
論
』
四
五
頁
。

剛
参
照
せ
よ
。
碧
海
純
一
「
経
験
主
義
」
『
現
代
法
の
思
想
（
現
代
法
過
）
』
六
一
頁
以
下
。

い
□
》
巴
『
司
琴
の
ｇ
蒼
呈
、
試
口
の
ｍ
Ｂ
ｇ
②
｝
＆
『
の
旨
。
①
『
の
呂
乏
の
旨
・
目
印
」
凹
豈
『
ワ
巨
呂
○
の
⑫
○
魚
の
貝
｝
一
目
の
。
”
①
○
頁
⑩
．

ｚ
の
口
の
句
ｏ
－
ｍ
Ｑ
ｍ
山
国
ロ
国
口
の
・
国
①
］

⑥
寓
肉
時
（
・
“
四
○
・
い
←

ｎ
『
（
（
〕
「
註
苫
囚
、
戟
口
｝
の
（
ｄ
ｓ
ｍ
ｎ
宮
口
』
｝
の
【
四
一
ｍ
Ｆ
ｇ
Ｈ
の
［
ｐ
ｐ
ｑ
の
①
｝
の
ケ
『
芹
の
『
》
ヨ
恥
ｚ
ｍ
ｐ
の
Ｎ
感
円
ｐ
円
い
の
一
百
コ
ぬ
く
。
白
］
Ｐ
・

注

】
山
口
臣
［
］
・
』
、


